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新しいコアシステムと新しいカバーストック。そして今までのピンアクションをさらに向上させる新しい衝撃吸収コアシステム。
常に進化を続けるアキュラインシリーズは３つの新しい取り組みをこのアキュラインⅧに集約し、飛躍的な進歩を遂げたと言っても
良いでしょう。
今回採用されたカバーストック、テストNo．ＡＶＥＸ（Ｔｙｐｅ Ｆ）は”ＡＶＥＸ８ With MICA”と名付けられ、今まで発売された
アキュラインシリーズで最もドライゾーンでのグリップ感を伴ない、ポリッシュ加工でありながらキャリーダウンの影響が少ない
高性能カバーストックです。そしてこの高性能カバーストックを最大限に生かすため、心臓部には転がりを出しながら先でパワーを開放
することの出来るアキュラインⅧの為だけに作られたマスバイアスコアを搭載し、緩やかに曲がりながら先でのフリップ感を得られる、
ミディアムヘビーなコンディションで最高のパフォーマンスを引き出してくれます。曲がりのイメージはアキュラインⅥの立ち上がりの
イメージから加速するようなフリップ感で、その加速感は新しい”衝撃吸収コアシステムⅢ”と連動し、比類なきピンアクションへと
変わります。このボールはテスター一同アキュラインシリーズ最高傑作と言われるほど満場一致の仕上がりであり、転がりから曲がり、
ピンアクション何処をとっても「曇りなき性能」と自信をもって発売致します。ドリルレイアウトはＰＡＰからピン・マスバイアス
各々４インチを基本とし、スピードと回転数、ボウラーのタイプにより変化を加えてください。
今年第一弾のアキュラインはリーグや大会のみならず、プロトーナメントにおいても旋風を巻き起こし、今年話題のボールになることに
違いありません。
３つの新しい取り組みは転がりから曲がり、ピンアクションに至るまで拘り尽くした証であり、アキュラインシリーズ最高傑作
とも言える曇りなき性能です。
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